
（三重県）

市 政 ル ポ 津
つ

市

拡
大
し
た
都
市
規
模
を
市
政
に
生
か
す

市
民
に
寄
り
添
う
ま
ち
づ
く
り
を
徹
底

大
型
合
併
か
ら
13
年
目
の
津
市
の
現
在
地

　

ご
承
知
の
よ
う
に
平
成
の
大
合
併
で
は
、
面
積
・

人
口
共
に
飛
躍
的
に
大
き
く
な
っ
た
都
市
が
い
く
つ

も
生
ま
れ
た
。
今
回
訪
問
し
た
三
重
県
の
県
都
・
津

市
の
事
例
も
そ
の
一
つ
だ
。

　

津
市
の
合
併（
平
成
18
年
１
月
１
日
）は
、
参
加
自

治
体
数
で
い
え
ば
、
全
体
の
第
５
位
相
当
、
10
市
町

村（
旧
津
市
・
久
居
市
・
河
芸
町
・
芸
濃
町
・
安
濃
町
・

香
良
洲
町
・
一
志
町
・
白
山
町
・
美
里
村
・
美
杉
村

＝
２
市
６
町
２
村
）に
よ
る
大
型
合
併
と
な
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
旧
津
市
の
人
口
約
17
万
人
は
約
28
万

人（
県
庁
所
在
地
と
し
て
は
全
国
44
位
か
ら
38
位
へ
）

に
、
面
積
は
約
１
０
２
㎢
か
ら
約
７
１
１
㎢
（
県
庁

所
在
地
の
中
で
16
位
）
へ
と
、
従
来
の
約
７
倍
に

な
っ
た
。

　

近
代
都
市
と
し
て
の
旧
津
市
の
歴
史
は
古
い
。
前

号
で
ご
紹
介
し
た
広
島
市
と
と
も
に
、
明
治
22

（
１
８
８
９
）年
の
市
制
施
行
と
同
時
に
誕
生
し
た
31

市
の
一
つ
、
つ
ま
り
日
本
最
古
の
近
代
都
市
の
一
つ

で
も
あ
る
。

　

旧
津
市
の
都
市
基
盤
は
、
築
城
・
町
づ
く
り
の
名

手
と
謳
わ
れ
た
戦
国
武
将
・
藤
堂
高
虎
が
縄
張
り
と

し
た
城
下
町（
津
城
下
）と
し
て
、
ま
た
伊
勢
神
宮
に

至
る
７
街
道
が
結
節
す
る
宿
場
町
と
し
て
江
戸
時
代

に
基
礎
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
中
世
以
前
の

津（
旧
称
・
安
濃
津
）は
、
坊
津
や
博
多
津
と
並
ぶ
日

本
３
津（
３
大
港
）の
一
つ
と
し
て
、
中
国
貿
易
な
ど

で
大
い
に
栄
え
た
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
市
内
各
所

に
は
現
在
も
、
そ
う
し
た
歴
史
的
遺
構
が
あ
り
、
往

時
の
繁
栄
ぶ
り
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

　

津
市
は
古
来
続
く
そ
う
し
た
港
町
・
城
下
町
・
宿

場
町
と
し
て
の
に
ぎ
わ
い
の
蓄
積
を
基
盤
に
、
さ
ら

に
近
代
以
降
は
県
都
と
し
て
の
発
展
を
通
じ
、
現
在

に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
、
圏
域
の
中
心
的
役
割
を

担
っ
て
き
た
と
い
え
る
。

　
「
合
併
で
飛
躍
的
に
大
き
く
な
っ
た
津
市
の
面
積

に
つ
い
て
は
当
初
、
琵
琶
湖
と
同
じ
ぐ
ら
い
と
説
明

し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
中
部
・
関
西
圏
以
外
で

は
、
ど
う
も
ピ
ン
と
こ
な
い
よ
う
な
の
で
、
ほ
ぼ

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
１
国
分
と
説
明
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
す
る
と
皆
さ
ん
は
一
様
に
『
ほ
ぉ
ー
』
と

感
心
し
て
く
だ
さ
る
（
笑
）。
そ
れ
に
し
て
も
２
市

６
町
２
村
に
よ
る
合
併
で
す
か
ら
、
当
初
は
ず
い

ぶ
ん
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
危き

ぐ惧
も
さ
れ
た
よ
う

で
す
」

前
ま え ば

葉泰
やすゆき

幸
津市長
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津市　市 政 ル ポ

（三重県）

　

そ
う
語
る
の
は
平
成
23
年
、
新
・
津
市
の
第
２
代

市
長
に
就
任
し
、
現
在
２
期
・
７
年
目
を
迎
え
て
い

る
前
葉
泰
幸
・
津
市
長
（
東
海
市
長
会
会
長
、
三
重

県
市
長
会
会
長
）で
あ
る
。

　
「
財
政
基
盤
に
、
よ
り
問
題
を
多
く
抱
え
て
い
た

小
さ
な
地
域
ま
で
が
一
緒
に
な
る
こ
と
で
、
新
市
の

財
政
的
負
担
は
ど
う
な
る
の
か
。
そ
れ
ま
で
行
わ
れ

て
い
た
都
市
部
で
の
き
め
細
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

劣
化
す
る
の
で
は
な
い
か
。
全
体
の
細
部
に
目
が
届

き
に
く
く
な
る
の
で
は
な
い
か
な
ど
、
不
安
は
特
に

都
市
部
で
、
多
方
面
に
わ
た
っ
て
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
の
本
市
の
歩
み
、
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
職

員
が
非
常
に
大
き
な
力
を
発
揮
し
て
く
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
合
併
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
を
よ
り
大
き
く
生
か
す
こ

と
が
で
き
た
と
い
え
ま
す
。

　

例
え
ば
、
そ
れ
ま
で
10
市
町
村

が
そ
れ
ぞ
れ
に
や
っ
て
い
た
こ
と

の
集
約
化
が
大
幅
に
進
み
、
行
財

政
の
効
率
化
が
大
い
に
進
み
ま
し

た
。
そ
の
間
に
は
職
員
の
数
も
総

計
３
１
０
０
名
以
上
が
２
５
０
０

名
程
度
に
縮
減
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
旧
津
市
は

非
常
に
伝
統
的
で
成
熟

し
た
組
織
で
あ
っ
た
半

面
、
あ
る
意
味
で
少
し

硬
直
化
し
た
側
面
も
あ

り
ま
し
た
が
、
多
様
な

地
域
が
一
緒
に
な
る
こ

と
に
よ
り
、
多
様
な
風

が
新
た
に
吹
き
こ
ま
れ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
人

口
減
少
に
よ
る
厳
し
い

潮
流
が
訪
れ
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
中
で
、
こ

の
体
験
は
必
ず
や
生
き
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
お
り
ま
す
」

　

平
成
の
大
合
併
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

は
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
顕
在
化
し
て
き

た
。
中
で
も
全
国
共
通
の
合
併
後
に
生
じ
た
課
題
と

し
て
大
き
い
も
の
の
一
つ
は
、
新
市
の
ま
ち
づ
く
り

に
当
た
っ
て
取
り
組
む
べ
き
各
種
事
業
の
優
先
順
位

を
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
、
特
に
地
域
バ
ラ
ン

ス
の
問
題
だ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
市
政
ル
ポ
で
も
、
各

市
の
市
長
に
そ
の
点
を
う
か
が
っ
て
き
た
が
、
例
え

ば
市
長
の
出
身
地
域
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
に
お
け
る
優
先
順
位
を
下
げ
て
、
最
後
の
方
に

回
す
と
い
う
事
例
が
非
常
に
多
か
っ
た
こ
と
が
、
そ

う
し
た
事
情
を
象
徴
し
て
い
る
と
い
え
る
。

各
地
域
の
抱
え
る
合
併
時 

20
課
題
の
解
決
推
進

　

津
市
に
お
い
て
も
、「
旧
津
市
お
よ
び
旧
久
居
市

の
都
市
部
に
お
け
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
は
、
必
然

津市

1635（寛永12）年に始まったとされる「津まつり」

藤堂高虎・築城の津城跡（県史跡）の石垣上に建てられた三重櫓

津藩の藩祖・藤堂高虎の逸話がモデルの津市
PRキャラクター「シロモチくん」
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的
に
後
回
し
に
な
っ
た
」（
前
葉
市
長
）と
い
う
。

　
「
津
市
の
場
合
に
は
、
人
口
17
万
人
規
模
の
県
都

か
ら
、
人
口
４
０
０
０
人
規
模
の
中
山
間
部
の
村
に

至
る
ま
で
、
計
10
カ
所
の
地
域
が
一
緒
に
な
っ
た
わ

け
で
す
。
前
述
の
よ
う
な
都
市
部
の
人
々
に
よ
る
危

惧
だ
け
で
な
く
、
当
然
、
小
さ
な
地
域
の
人
々
に
も
、

都
市
部
だ
け
で
な
く
自
分
た
ち
の
地
域
の
こ
と
も

ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
不

安
は
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
10
の
市
町
村
が
合
併
協

定
書
を
締
結
す
る
際
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
２

つ
ず
つ
、
今
後
克
服
す
る
べ
き
課
題
と
い
う
も
の
を

持
ち
寄
り
ま
し
た
。
合
併
時
の
10
の
市
町
村
長
の
皆

さ
ん
が
本
当
に
立
派
だ
っ
た
と
思
う
の
は
、
人
口
割

で
い
え
ば
逆
に
不
公
平
に
な
る
恐
れ
も
あ
っ
た
な

か
、
事
業
費
の
大
き
さ
な
ど
関
係
な
く
、
一
律
に
２

つ
ず
つ
。
そ
れ
を
順
次
実
現
す
る
こ
と
が
、
合
併
に

当
た
っ
て
の
約
束
事
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
し
か

し
、
そ
れ
が
本
当
に
み
ん
な
実
現
す
る
の
だ
ろ
う
か

と
い
う
危
惧
は
、
小
さ
な
地
域
ほ
ど
強
か
っ
た
だ
ろ

う
こ
と
も
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
」（
前
葉
市
長
）

　

し
か
し
、
と
前
葉
市
長
は
続
け
る
。「
合
併
後
の
津

市
は
、
そ
の
『
事
業
費
の
大
小
に
関
係
な
く
、
２
つ

ず
つ
持
ち
寄
っ
た
す
べ
て
の
地
域
の
課
題
・
要
望
を

解
決
す
る
』
と
の
約
束
を
、
き
ち
ん
と
果
た
す
こ
と

を
改
め
て
確
認
し
、
決
然
と
推
進
し
て
き
ま
し
た
」

　

そ
の
方
針
は「
合
併
後
の
20
事
業
」と
し
て
、
前
葉

市
長
の
就
任
後
も
継
続
さ
れ
、
平
成
31
年
度
完
成
予

定
の
久
居
駅
周
辺
地
区
都
市
再
生
整
備
計
画
な
ど
、

残
り
は
あ
と
わ
ず
か
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
と
り
わ
け
重
要
な
４
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
「
新
斎
場
・
い
つ
く
し
み

の
杜
」（
平
成
27
年
１
月
供
用
開
始
）、「
新
最
終
処
分

場
・
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」（
平
成
28
年
４
月
供
用

開
始
）、「
津
市
産
業
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
建
設
」（
平

成
29
年
10
月
供
用
開
始
）、
さ
ら
に
、「
台
風
被
害
で

バ
ス
に
よ
る
代
行
運
転
が
さ
れ
て
き
た
Ｊ
Ｒ
名
松
線

の
全
線
復
活
」（
平
成
28
年
３
月
）
に
つ
い
て
も
合
併

10
年
目
か
ら
12
年
目
に
完
結
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
合
併
13
年
目
に
当
た
る
こ
の
平
成
30
年
度

か
ら
は
、
新
「
津
市
総
合
計
画
」（
平
成
30
年
度
〜
39

年
度
）「
津
市
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
く
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
が
始
ま
る
。

中
心
市
街
地
の
三
セ
ク
ビ
ル
を
見
事
に
再
生

　

合
併
後
の
津
市
の
ま
ち
づ
く
り
の《
成
果
》で
、
も

う
一
つ
注
目
さ
れ
る
の
は
、
昭
和
52
年
に
津
城
跡
か

ら
も
近
い
中
心
市
街
地
の
土
地
を
旧
津
市
が
購
入

吉田沙保里選手のフィギュアが迎えてくれる「サオリーナ」（津市産業・スポーツ
センター内）

公共施設の入居などで新たな人流を生む三セクビル「津センターパレス」
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津市　市 政 ル ポ

（三重県）

し
、
現
在
の
市
本
庁
舎
を
建
設
し
た
こ
と
で
、
同
じ

く
中
心
市
街
地
に
あ
っ
た
旧
市
役
所
の
跡
地
に
同
60

年
に
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
で
建
設
さ
れ
た
多
目
的
ビ

ル
「
津
セ
ン
タ
ー
パ
レ
ス
」（
株
・
津
セ
ン
タ
ー
パ
レ

ス
）の
再
活
性
化
事
業
で
あ
る
。

　

市
内
有
数
の
商
業
施
設
だ
っ
た
同
ビ
ル
は
、
平
成

７
年
に
キ
ー
テ
ナ
ン
ト（
ダ
イ
エ
ー
）が
撤
退
し
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
以
後
、
苦
し
い
運
営
を
強
い
ら
れ
て

い
た
。
そ
の
再
建
の
た
め
、
津
市
で
は
平
成
25
年
か

ら
順
次
、
既
に
移
転
計
画
の
あ
っ
た
中
央
公
民
館
、

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
障
が

い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
、
丸
之
内
児
童
館
）
を
同

ビ
ル
内
に
移
転
さ
せ
る
と
と
も
に
、
事
業
所
内
保
育

事
業
所
を
誘
致
。
丸
之
内
児
童
館
を
「
津
市
ま
ん
中

こ
ど
も
館
」と
し
て
整
備
し
、
民
間
の「
つ
ま
ち
な
か

保
育
園
」
が
開
園
す
る
な
ど
子
育
て
支
援
策
に
も
資

す
る
幼
児
・
児
童
関
連
の
施
設
を
新
設
。
そ
の
結
果
、

同
ビ
ル
に
は
年
間
９
万
人
の
利
用
者
が
訪
れ
る
な

ど
、
新
た
な
人
流
が
生
ま
れ
た
の
だ
。

　

利
用
が
停
滞
し
、
経
営
危
機
に
陥
っ
た
三
セ
ク
ビ

ル
の「
そ
の
後
」に
つ
い
て
悩
む
自
治
体
は
今
も
全
国

各
地
に
あ
る
。
津
市
の
事
例
は
そ
う
い
う
意
味
か
ら

も
注
目
に
値
す
る
が
、
再
生
の
背
景
に
は
次
の
よ
う

な
経
緯
が
あ
っ
た
。

　

ま
ず
前
葉
市
長
が
市
長
就
任
と
同
時
に
津
セ
ン

タ
ー
パ
レ
ス
社
長
に
就
任
し
た
平
成
23
年
６
月
の
時

点
で
、
同
ビ
ル
は
「
裁
判
に
よ
る
ダ
イ
エ
ー
側
と
の

和
解
成
立（
平
成
８
年
）を
受
け
、
平
成
22
年
度
に
一

括
返
済
が
求
め
ら
れ
て
い
た
10
億
３
５
０
０
万
円
に

上
る
敷
金
・
補
償
金
の
問
題
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
即
時
返
済
が
必
要
な
状
態
」（
前
葉
市
長
）
に
あ
っ

た
。
外
資
系
銀
行
で
の
勤
務
経
験
を
持
つ
前
葉
市
長

は
早
速
、
ダ
イ
エ
ー
本
社
と
債
権
・
株
式
譲
渡
お
よ

び
返
済
ス
キ
ー
ム
の
協
議
を
進
め
、
土
地
建
物
に
設

定
さ
れ
て
い
た
ダ
イ
エ
ー
の
抵
当
権
の
抹
消
と
と
も

に
、
残
債
務
に
も
有
利
な
条
件
を
引
き
出
す
こ
と
に

成
功
。
こ
れ
に
よ
り
、
同
ビ
ル
の
債
務
構
造
の
改
善

が
ま
ず
な
さ
れ
た
。

　

前
葉
市
長
は
ま
た
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
で
同
社
の

財
務
内
容
を
検
討
。
そ
の
結
果
、
地
価
が
購
入
時
よ

り
大
幅
に
下
が
っ
て
い
た
た
め
資
産
の
部
で
含
み
損

を
抱
え
て
い
る
も
の
の
、
純
資
産
の
部
で
は
２
億
円

超
の
繰
越
利
益
余
剰
金
が
あ
る
こ
と
に
着
目
。「
こ
の

範
囲
内
な
ら
土
地
の
一
部
を
売
却
し
て
含
み
損
を
一

部
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
で
以
前
か
ら

移
転
計
画
の
持
ち
上
が
っ
て
い
た
中
央
公
民
館
や
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
移
転
整
備
に
際
し
て
は
、
入
居

フ
ロ
ア
を
津
市
へ
の
賃
貸
で
は
な
く
売
却
と
い
う

形
」に
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
購
入
資
金
に
つ
い
て
も
、

合
併
特
例
債
を
活
用
し
た
た
め
、
津
市
に
も
さ
ほ
ど

の
負
担
増
に
は
な
ら
な
い
形
で
落
ち
着
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
中
央
公
民
館
な
ど
の
ス
ム
ー
ズ
な
移

転
と
と
も
に
、
子
ど
も
関
連
の
施
設
を
誘
致
す
る
こ

と
に
よ
り
、
中
心
市
街
地
の
安
全
な
ビ
ル
（
津
セ
ン

タ
ー
パ
レ
ス
は
津
波
避
難
ビ
ル
に
も
指
定
さ
れ
て
い

る
）
を
、
各
種
福
祉
関
連
の
複
合
拠
点
に
す
る
と
い

う
非
常
に
合
理
的
な
集
約
化
が
図
ら
れ
、
そ
の
利
用

参加者が県内外から集まる「津シティマラソン大会」（1月）

取材中に国宝指定の知らせが届いた「真宗高田派本山 専修寺」の如来堂（左）と御影堂（右）
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者
増
に
よ
る
、
新
た
な
人
の
流
れ
を
も
手
に
入
れ
る

結
果
と
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

　

同
様
の
事
例
と
し
て
は
、
旧
久
居
市
が
第
三
セ
ク

タ
ー
方
式
で
運
営
し
て
い
た
商
業
施
設
と
共
同
住
宅

の
複
合
ビ
ル
「
ポ
ル
タ
ひ
さ
い
」（
久
居
都
市
開
発
株

式
会
社
、
事
業
費
１
４
７
億
円
、
事
業
主
体
の
再
開

発
組
合
が
平
成
13
年
に
破
た
ん
し
た
時
点
で
負
債
額

は
約
44
億
円
だ
っ
た
）の
経
営
危
機
問
題
も
あ
る
。

　

こ
の
件
に
関
し
て
も
紆
余
曲
折
の
末
、
平
成
25
年

に
同
ビ
ル
を
津
市
に
売
却
し
、
残
債
務
約
９
億
円
を

返
済
。
津
市
は
、
購
入
し
た
商
業
施
設
部
分
に
久
居

総
合
支
所
の
機
能
や
津
市
南
部
地
域
の
拠
点
と
し
て

久
居
保
健
セ
ン
タ
ー
を
移
転
さ
せ
る
こ
と
で
ポ
ル
タ

ひ
さ
い
の
再
生
を
果
た
し
て
い
る
。
同
時
に
同
ビ
ル

を
含
む
周
辺
地
域
で
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
現
在
、

平
成
31
年
度
の
完
成
を

目
指
す
「
久
居
駅
周
辺

地
区
都
市
再
生
整
備
事

業
」
が
進
行
中
だ
。
具

体
的
に
は
、
旧
久
居
市

庁
舎
跡
を
活
用
し
た
文

化
拠
点
施
設
「（
仮
称
）

津
市
久
居
ホ
ー
ル
整
備

事
業
」、
お
よ
び
周
辺

の
ま
ち
づ
く
り
再
生
事

業
、
道
路
整
備
、
久
居
駅
東
西
口
広
場
・
東
口
駐
輪

場
・
駐
車
場
整
備
事
業
、
久
居
体
育
館
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
事
業
、
久
居
交
流
広
場
整
備
事
業
、
東

口
防
災
施
設
等
整
備
事
業
な
ど
が
、
同
時
進
行
し
て

い
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
う
ち
の
一
部
は
今
年
度
中
に
完
成

の
予
定
で
、
す
べ
て
が
完
成
す
れ
ば
、
津
市
の
副
都

市
核
に
ふ
さ
わ
し
い
、
安
心
・
安
全
か
つ
に
ぎ
わ
い

の
あ
る
暮
ら
し
を
推
進
す
る
拠
点
地
域
に
な
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
る
。

人
口
減
少
化
時
代
に
探
る
新
た
な
生
き
方

　

以
上
述
べ
て
き
た
部
分
だ
け
を
見
て
も
、
津
市
の

大
型
合
併
後
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
が
、
随
所
で
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
り
な

が
ら
、
細
部
へ
の
心
遣
い
に
も
満
ち
た
形
で
、
非
常

に
綿
密
に
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
の
綿
密
さ
は
、
前
葉
市
長
が
２
期
目
を
迎
え
た

直
後
、
平
成
27
年
10
月
か
ら
始
め
た「
地
域
懇
談
会
」

の
頻
度
と
、
そ
の
開
催
の
形
に
も
表
れ
て
い
る
。
地

域
懇
談
会
は
、
津
市
の
37
地
区
（
旧
津
市
22
地
区
、

旧
久
居
市
７
地
区
、
旧
８
町
村
が
各
１
地
区
）
で
半

年
に
１
度
ず
つ
行
わ
れ
、
平
成
29
年
12
月
ま
で
の
丸

２
年
間
に
計
１
５
０
回
を
数
え
た
。

　

ま
さ
に「
徹
底
的
に
や
り
ま
し
た（
笑
）」と
い
う
前

葉
市
長
の
言
葉
通
り
の
頻
度
だ
が
、
同
時
に
全
地
域

で
半
年
に
１
度
ず
つ
と
い
う
開
催
頻
度
に
は
、
前
葉

市
長
流
の《
深
慮
遠
謀
》が
隠
さ
れ
て
い
る
。

　
「
年
に
１
度
の
開
催
だ
と
、
同
じ
担
当
職
員
が
次

の
懇
談
会
の
際
に
は
異
動
で
来
な
く
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
前
回
の
懇
談
会
で
市
民
か

ら
託
さ
れ
た
宿
題
へ
の
回
答
を
見
出
せ
な
い
ま
ま
異

動
す
る
こ
と
に
な
り
、
結
果
的
に
懇
談
会
の
実
効
性

そ
の
も
の
が
薄
れ
る
恐
れ
も
出
て
き
ま
す
。
そ
の
弊

親子で遊べると好評な「げいのうわんぱーく」（平成27年4月供用開始）

ゴミ処理施設の跡地に建設中のメガソーラー

長さ15㎝以上がスタンダードの新名物「津ぎょうざ」
（B-1グランプリ入賞）
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津市　市 政 ル ポ

（三重県）

害
を
避
け
る
た
め
に
年
に
２
度
に
し
た
わ
け
で
す

が
、
職
員
は
必
然
的
に
懸
命
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
く

な
り
ま
す（
笑
）」

　

前
葉
市
長
が
こ
の
よ
う
な
方
針
を
懇
談
会
開
催
で

徹
底
す
る
の
も
、「
市
政
の
根
幹
は
市
民
サ
ー
ビ
ス

に
あ
る
」と
の
基
本
理
念
を
徹
底
し
て
い
る
か
ら
だ
。

　

そ
の
基
本
理
念
に
向
け
る
市
長
の
思
い
の
強
さ

は
、
地
域
懇
談
会
を
所
管
す
る
市
民
部
に
、
部
長
級

の
地
域
連
携
担
当
理
事
を
置
き
、
担
当
理
事
に
は「
徹

底
的
に
市
民
の
側
に
立
ち
、
市
民
の
代
弁
者
と
な
る

こ
と
を
求
め
て
い
る
」こ
と
か
ら
も
明
ら
か
だ
。
同
様

に
各
地
区
に
置
い
た
総
合
支
所
の
支
所
長
に
も
「
地

元
の
意
を
汲
む
こ
と
に
徹
底
し
、
市
役
所
内
野
党
の

よ
う
な
心
構
え
で
、
ひ
た
す
ら
地
元
の
立
場
に
立
ち
、

本
庁
に
意
見
具
申
を
す
る
よ
う
求
め
」て
い
る
。

　
「
そ
の
よ
う
に
し
な
い
と
市
民
の
本
当
の
声
は
聞

こ
え
て
こ
な
い
か
ら
」
と
前
葉
市
長
は
語
る
が
、
こ

の
顧
客
（
市
民
）
サ
ー
ビ
ス
に
徹
す
る
姿
勢
こ
そ
は
、

第
３
セ
ク
タ
ー
の
再
生
の
際
に
も
発
揮
さ
れ
た
、
前

葉
市
長
の
民
間
企
業
仕
込
み
の
手
腕
を
象
徴
す
る
も

の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、「
各
総
合
支
所
の
業
務
は
人
員
・
権
限
・

財
源
を
と
も
に
本
庁
に
集
約
し
て
、
一
定
の
効
果
を

得
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
各
地
域
の
ご
要
望
を
き

め
細
か
く
吸
い
上
げ
る
に
は
、
各
支
所
に
あ
る
程
度

の
権
限
を
委
譲
し
な
い
と
無
理
だ
と
い
う
こ
と
も
、

改
め
て
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
市
内
２
カ
所
の

工
事
事
務
所
に
技
術
職
員
を
増
員
し
た
ほ
か
、
各
総

合
支
所
に
軽
微
な
補
修
な
ど
の
ご
要
望
に
応
え
る
職

員
と
し
て
計
18
名
の
技
能
員
を
増
員
」
し
て
も
い
る
。

同
時
に
１
地
区
に
つ
き
年
間
２
０
０
０
万
円
の
予
算

（
補
修
の
際
の
原
材
料
費
等
、
従
来
は
50
万
円
）
を
処

理
す
る
権
限
も
、
各
総
合
支
所
長
に
賦
与
す
る
徹
底

ぶ
り
で
あ
る
。

　
「
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
進
ち
ょ
く
す
る
人
口
減
少
化

時
代
に
お
い
て
、
津
市
が
人
口
規
模
を
大
幅
に
落
と

す
こ
と
な
く
存
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
当
た
り
前

の
よ
う
で
す
が
、
市
民
が
ず
っ
と
暮
ら
し
て
い
き
た

い
と
思
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
徹
底
す
る
こ
と

が
最
重
要
に
な
り
ま
す
。
津
市
は
幸
い
名
古
屋
市
に

も
大
阪
市
に
も
交
通
の
便
が
良
く
、
海
や
山
が
身
近

に
あ
っ
て
、
雇
用
面
や
子
育
て
環
境
を
見
て
も
、
と

て
も
暮
ら
し
や
す
い
土
地
柄
を
有
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
環
境
を
さ
ら
に
魅
力
あ
る
も
の
と
す
る
た
め

に
も
、
私
た
ち
行
政
マ
ン
は
常
に
市
民
に
寄
り
添

い
、
市
民
の
要
望
や
様
々
な
思
い
に
応
え
る
姿
勢
に

磨
き
を
掛
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
」（
前
葉
市

長
）

　

平
成
30
年
度
か
ら
運
用
開
始
さ
れ
る
新
総
合
計
画

の
策
定
に
当
た
り
、
津
市
が
平
成
28
年
に
実
施
し
た

「
市
民
意
識
調
査
」に
よ
れ
ば
、
津
市
に
愛
着
を
感
じ

て
い
る
市
民
の
割
合
は
、
平
成
24
年
度
に
比
較
し
て

５
・
９
ポ
イ
ン
ト
、「
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
」「
当
面

は
住
み
続
け
た
い
」
と
回
答
し
た
市
民
の
割
合
は
８

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
の
質
問
項
目
を
総
合
し
て
も
満
足
度
が

全
体
に
上
が
り
、
不
満
度
が
下
が
っ
て
い
る
こ
と
も

明
確
に
分
か
る
。
市
民
の
側
に
徹
底
的
に
寄
り
添

う
、
津
市
の
市
政
の
方
向
性
が
徐
々
に
、
着
実
に
市

民
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
確
実
と
思
わ
れ
る
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤 

隆
／
取
材
日 

平
成
29
年
11
月
29
日
）

年中無休（毎夜間、日曜日、祝・休日、年末年始の昼間）で応急診療を
行う「津市応急クリニック」（平成29年4月供用開始）

美里地域で市民が主催する「南長野イルミネーションファンタジー」
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